
酸化銅2g

銅 1.6g
酸素 0.4g

酸化銅0g

酸素 0.4g＋炭素0.15g

グラフが増加しているのは，
加えた炭素の一部が反応し
ないで試験管Aに残ったから

酸化銅2g 炭素0.2g
0.4g酸素 ＋ 0.15g

0.55gの二酸化炭素になる！
＋ 0.05g1.6g銅

合計1.65gが試験管に残る！0.20

問６(ウ)

① 化学反応前の質量と反応後の質量は一定である

② 0.15gより多い炭素の一部が反応しないで試験管Aに残った

酸化銅0g
銅 1.6g
酸素 0.4g＋炭素0.15g

炭素を0.15g加える 炭素を0.15gより多く加える炭素を加えない

0.15gより多い炭素は反応
しないで残る

炭素

銅だけが残っている

③ 1.65g
④ 0.55g

答

銅：酸素＝４：１

完全に反応して
酸素は残ってい
ない！

0.15
炭素

1.6g銅

1.60

→二酸化炭素0.55g →二酸化炭素0.55g

銅だけが残っている

炭素は反応
しない
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